
雪
し
ろ
き
奧
嶺
が
あ
げ
し
二
日
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
湘
子

　
太
陽
が
沈
ん
だ
夕
暮
れ
の
雪
嶺
の
す
ぐ
上
に
、
利
鎌
よ
り
細
い

二
日
月
が
輝
く
。

　
こ
の
天
地
の
間
に
は
、
自
分
と
雪
嶺
と
二
日
月
し
か
存
在
し
な

い
。
俳
句
で
詠
え
る
も
の
は
少
な
い
。
否
、
少
な
い
か
ら
こ
そ
詩

と
し
て
浄
化
し
て
俳
句
と
な
る
。

そ
こ
に
は
、
自
分
を
中
心
と
し
た
目
に
見
え
な
い
三
角
形
の
図
形

さ
え
も
浮
か
び
上
が
る
。

　
元
号
が
変
わ
る
と
年
齢
は
数
え
に
く
い
も
の
だ
が
、
湘
子
先
生

は
大
正
十
五
年
一
月
十
一
日
生
ま
れ
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
元
年
と

同
年
な
の
で
明
瞭
。
作
句
時
は
、
数
え
で
二
十
二
歳
。

　
水
原
秋
櫻
子
の
主
宰
す
る
「
馬
酔
木
」
入
会
後
の
初
巻
頭
句
と

な
っ
た
。

１
９
４
７
年
（
Ｓ
２
２
作
）  

第
一
句
集
『
途
上
』
　
鑑
賞
・
轍 

郁
摩


